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すべてを考慮し
て不正さが小さいと考えるよりも、差別として通常の差別より不正さが小さい




























ば Louise (2004) をみよ。なお、このような拡張は帰結化（consequentializing）とよばれ、近年その意義の検
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の有無にかかわらず























































（11） たとえば Scanlon (1982, 103―128) をみよ。


































（14） 危害説の代表的著作として Lippert-Rasmussen (2006) や Thomsen (2013) がある。本稿では、危害の内容を
限定しない一般的危害説を検討する。危害の内容を限定した危害説については、たとえば Moreau (2010) や 
Segall (2012) や Knight (2013) をみよ。
（15） 差別が生じたかどうかの判定にはローカル










いう差別形態）について重要になる。紙幅の都合により、循環的差別について詳しくは Moreau (2010, 172―

































（18） 限界効用逓減の考慮（Hare 1978, 124―26）は、優先主義が求める加重とは異なる。後者が指すのは危害の
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道徳的価値
4 4 4 4 4
の加重であるのに対し、前者が指すのは危害の大きさ
4 4 4 4 4 4









































































（24） これは蓋然主義（probabilism）とよばれる立場である（Carlson 1995, 20; 安藤 2007, 62―66）。同様のことが、
たとえばAが解雇したユダヤ人教員がたまたま解雇を気に留めなかった場合にもいえる。それゆえ、福利
の反実的個人内比較はナイトが指摘する欠点（Knight 2013, 55）を免れている。







































156―57; Hellman 2008, 114―37; Lippert-Rasmussen 2013, 105―106）。註6もみよ。なお、一般的な論点として、
顧客や同僚からの処遇のされかたを広義の「能力」とみなしてその能力（反応適性 reaction qualification）
を参照する採用方針それ自体が（どのような場合に）不正な差別にあたるかの検討は Wertheimer (1983) や 
Lippert-Rasmussen (2013, 235―60) をみよ。
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